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令和５年度　　学校評価書　　

福岡県立早良高等学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　A　：　適切である

　B　：　概ね適切である

　C　：　やや適切である

　D　：　不適切である

学校運営方針
教育基本法、福岡県教育大綱及び福岡県教育施策実施計画を踏まえ、社会的自立の基盤となる学力、体力、豊かな心を培うとともに、社会
を支え、地域に貢献する力を育成する。

Ａ Ａ

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標

　昨年度は、授業改善研修の実施、Formsを活用したアンケートの集計
や動画をアップする方法の研修、Teamsを利用した授業参観週間での意
見交換、公開授業など多くの取組により職員のスキルアップを図ること
ができた。また、進学セミナーの実施形態に改善を行ったことで効率的
に学習に取り組める体制が整った。さらに、3年目となった資格取得セミ
ナーの実施効果も見えてきた。
　コロナ禍が終息に向かいつつあり、学校行事や地域貢献実習、ボラン
ティア活動が徐々に行えるようになり、「生徒たちが幸せな社会人として
生きていける力をつける」ための取組が再び動き始めた。本年度は、昨
年度に増して以下の内容を推進していきたい。
・学校満足度調査や授業アンケートを指標とし、教育活動の検証を行
い、改善充実を図る。
・ICT機器や協働学習を取り入れた授業改善を推進し、生徒の学ぶ意欲
と学力の向上を図る。
・社会性の基礎となる、挨拶の励行、規則遵守、清掃の徹底等を積極的
に推進し、生徒の自己指導能力の育成を図る。
・地域との連携を強化し、ボランティア活動等の地域活動を活性化させ
る。

（１）人権教育と心の教育を推進し、いじめ、差別、暴力を絶対に許さない安心安全な学校づくりに努める。
（２）時間の厳守、規則やマナーの遵守、挨拶励行、清掃の徹底を行い、生徒の自己指導能力を育成する。
（３）ユニバーサルデザイン、アクティブラーニング、ＩＣＴの活用等による授業改善、観点別評価の効果的な
活用等により、生徒の学ぶ意欲と学力を向上させる。
（４）目標を明確にした多彩なセミナーを実施し、チャレンジ精神を育み、自信をつけさせる。
（５）「早良リンクス」の充実に注力し、定期的にその成果を検証する。
（６）振り返りの場を多く設定し、具体性に富むポートフォリオを積み重ね、進路実現を図る。
（７）部活動、生徒会活動、学校行事、地域行事等への積極的な参加を促し、周りと協働する体験を積み重
ねることで、課題解決能力を高める。
（８）学習はもとより、様々な教育活動において、実現可能な目標を明示し、達成感の積み重ねをとおして、
自己肯定感を高める。
（９）ＳＣ等の外部専門家を活用し、個々の生徒の指導と支援の充実を図る。
（10）進路実現１００％を目標に、生徒の個別指導を充実させる。
（11）成年年齢の引き下げに伴い、政治参加の重要性や契約、消費者保護の仕組み等の教育を充実させ
る。
（12）競技力向上、スポーツ・地域貢献活動実習等の充実により、スポーツコミュニケーションコースの魅力
を高める。
（13）特進プロジェクトを中心に、大学等への進学を充実させる。

・学校満足度調査を指標と
し、教育活動の検証を行い
改善充実を図る。
・ＩＣＴを一層活用した授業改
善を推進し、授業アンケート
の評価を用いて検証する。
・オイスカ西日本研修セン
ターを含めたボランティア活
動を充実させ地域活動を活
性化させる。

次年度の主な課題評価（３月）

生徒部
指導課
保健課
支援課

支援課の研修や部会、学年会などを通して、生徒情報を全職員
で共有できる体制を整える。特に学習面で支援を必要とする場
合は、教務部や特別支援教育支援員と連携し、組織的かつ継続
的に適切な対応を講じていく。

B

A

A
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・挨拶については自主的に挨拶をする生徒が
増加した。言葉遣いについては生徒の意識の
改善を継続的におこなっていく必要がある。身
だしなみについては職員の指導方法の統一化
を図り、生徒への指導を徹底していきたい。

・ボランティア美化活動については、多くの生徒
が積極的に参加をし意識の向上を図ることがで
きた。通常清掃については清掃方法などの見
直しを行い、生徒の環境美化の意識向上に努
めていきたい。

・いじめ問題については、速やかに組織的に対
応することができている。SCなどの面談も計画
的に実施し、生徒情報を共有することができて
いる。次年度は指導課や支援課の研修内容を
充実させていきたい。

通常清掃に加え、月１回の「ボランティア美化活動」を実施するこ
とで、校内美化を促進するとともに、生徒の環境美化の意識を向
上させる。

月１回の各アンケートや面談などを活用し、いじめ問題に早急に
組織的に対応できる体制を整える。また、必要に応じてSCや
SSWなどの面談を実施する。

登下校時も含め学校生活全般で、生徒が自主的に挨拶が出来
るよう教員側から積極的に声掛けを行っていく。また、TPOに合
わせた言葉遣いを意識させ、間違っている場合にはその場で指
導を行い、改善を図る。挨拶及び正しい言葉遣いの励行

身だしなみの指導の徹底
身だしなみチェック項目を活用し教員の生徒への指導を統一化
する。また、統一HRや集会時に生徒が自身の身だしなみを振り
返る機会を設け、意識改善を図る。

校内美化の推進
心身の健康管理能力の育成 健康診断やアンケートなどを通して、自身の心身の健康に関心

を持たせ、生徒自らが健康な生活を送れるよう自己管理能力を
育成していく。

いじめ問題の未然防止及び早期発見と適切な
対応
支援を必要とする生徒への組織的な対応

・生徒に1人1台端末が整備され、早良リンクス
やアンケート等での活用は定着しつつある。今
後、授業での効果的な活用方法については、
教員間の積極的な情報交換が必要である。

・校務支援システムによる成績処理手順が複雑
で、担当者に負担がかかっている。ICT支援員
の指導を受けながら、システム運用による業務
の効率化を図りたい。

・学校広報に関する取組も、担当者に多大な負
担がかかっている。教務部として組織的に動け
るよう、体制を整えたい。

生徒との教育活動の時間を増やすための業務
の見直しやICT化の推進

令和6年度志願者数の増加（志願倍率1.00倍）

生徒の学ぶ意欲と学力の向上（授業アンケート
満足度９０％「４はい」と「３どちらかといえばは
い」の合計）

業務分担の均等化や、校務支援システム、Classroom、Teamsに
よる業務（成績処理、行事の反省集約や連絡、アンケート等）の
効率化を図る。

早良フェスタについては、大好評の授業体験に部活動体験やス
ポコミ体験などを追加することで更なる充実を図り、参加者の入
試志願率６０％以上を目指す。また、活性化推進室を中心に、パ
ンフレットやチラシ、ホームページなど広報に関する戦略的な取
組を実施することで目標達成を目指す。

アクティブラーニングや学び直しに加え、ChromebookやGoogle
アプリ、スタディサプリ等によるオンライン学習やアンケート、ペ
アワークやグループワーク、小テスト等の活用による更なる授業
改善を推進する。

Ａ

　年間を通して、生徒に整備されている
1人1台端末の有効活用かつ効果的な
使用により、学ぶ意欲や学力の向上
に、十分つながっていると思われる。
　授業参観した際、教室の生徒の様子
が、大変穏やかであり、発言しやすい
環境になっていた。
　早良フェスタをはじめとする広報活動
や教育活動への期待や関心の強さで
はないかと考える。
　習熟度別の学びの工夫改善に学力
の更なる向上を期待したい。

　生徒一人一人の服装や態度がきち
んとしており、高校生らしい雰囲気が感
じられる。
　挨拶の仕方や表情も好感の持てる生
徒が多い。
　ＰＴＡとして挨拶運動に取り組んだ
が、当初は反応が薄かった。しかしな
がら回数を経るごとに挨拶する生徒が
多くなっていった。
　登校の際,横断歩道を横断する生徒
が止まってくれた車に頭を下げて横断
する光景が以前より多くなった。
　学校の食堂を経営しているが、最近
生徒の感謝の声をよく聞き、従業員の
やりがいになっているとの報告を受け
ている。
　ボランティア美化活動をはじめ、環境
美化に対する生徒たちの意識の高まり
が感じられる。
　生徒指導の面においては、関係機関
との情報を共有し、迅速かつ組織的な
対応がなされている。

Ａ

具体的目標 具　体　的　方　策
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　高校生としての自覚や自立に向
けての在り方、スパイラル的な基
礎基本の徹底（学習・生活面）等を
粘り強く指導されている。

生徒、保護者との信頼関係構築に努める。
生徒・保護者・教員が感じる生徒の困り感について、支援課を中
心とするＳＣ・ＳＳＷ・特別支援教育支援員と連携をとり、個に応
じた対応について共有する。

「わかる授業」と進路関連行事により学習意欲
と進路意識の向上に繋げる。

具体的目標 評価（３月） 次年度の主な課題具　体　的　方　策

Ａ

　生徒と教師の信頼関係の構築を
図りながら、学校生活の充実に努
めれている。
　生徒が日々の授業を大切にする
ことは勿論であるが、その先にある
進路について向き合う体験活動等
も行われている。

２学年

スポーツ
コミュニ
ケーショ
ンコース

A

学外に出る行事において主体的に考え、情報を
収集できるようにし、進路選択につなげる。

１学年

社会人としての自覚を促し、自立の意識が持て
るようにする。

挨拶、礼儀、言葉遣い、時間厳守の指導を徹底する。行動の基
準を社会人として生徒への指導・対応を行う。集団の指導と個に
応じた指導の両立。

A

・ブリッジプログラムや日々の指導により、挨拶がしっかり
できる生徒が多くいた。学年の遅刻の数が増加傾向にあ
るため、粘り強く声をかけていく必要がある。
・面談を通して各担任が生徒とコミュニケーションをとること
ができた。支援を要する生徒は支援課と連携をとり、ＳＣや
ＳＳＷ、特別支援教育支援員との面談等でフォローでき
た。
・授業アンケートの「授業が楽しい」傾向は92.3％と、先生
方の工夫により達成することが出来た。スタディサプリはう
まく活用できなかった。２年生の実績を参考に効果ある取
り組みにしたい。

ＳＬを中心に「わかる授業」を体感させ、アンケートの「授業が楽
しい」傾向を８０％以上にする。様々な進路行事や、スタディサプ
リを活用して生徒の職業観を養い探究心を深める。

　職場体験で生徒を受け入れたが
意欲的に活動する姿があった。
　生徒一人一人に寄り添い、丁寧
できめ細やかな進路指導が行われ
ている。

資格取得セミナーの受講者、及び各種検定合
格者を増やす。

学年、クラス、教科と連携し、資格取得セミナーを受講する意義
や効果を生徒に伝達する。資格取得セミナーの受講者を増やす
ことにより、セミナーを活性化させ合格者増へつなげる。

地域連携活動を充実させ、より効果的な「早良
みらいプログラム」の企画・運営を行う。

オイスカ西日本研修センターを始めとした地元施設・企業との連
携を深め、生徒の課題発見能力の向上につながるプログラムを
実施する。

Ａ進路部

スタディサプリの運営を軌道に乗せ、より効果
的な探究学習の実践と生徒の学力向上を目指
す。

１，２年生の「総合的な探究の時間」においてスタディサプリの探究講座
を実施する。また、教務部と連携を図り早良リンクスの時間等にスタディ
サプリの講義動画を活用し生徒の学び直しをより効果的に行う。

・スタディサプリに関して、探究講座は年度当初の計画に
沿って実施出来た。講義動画は、特に２年生で積極的に
活用されており、学習時の有効なツールの１つとして機能
し始めている。今年度の成果・反省をもとに、次年度はより
効果的に利活用していく。
・最終的に資格取得セミナーの受講者数を増やすことはで
きなかった。次年度に向けた大きな課題である。
・３年生を中心としたメンバーでオイスカ西日本研修セン
ターの方と農作業ボランティアを実施した。また、１・２年生
対象の農作業ボランティアも３学期に予定している。

・各部活動単位ではあるが、中学校訪問やクラブ
チームとの連携がとれた。合同練習を行った部活動
もある。今後は各部活動の中学校との連携事業の強
化に取り組んでいきたい。
・早良小での体力テスト補助や脇山小とのお田植祭
など地域との交流も再開することができた。今後もコ
ロナ禍でできなかった行事を復活させるとともに、新
たな実習体制を確立していきたい。
・卒論発表会の際にオリパラ講演会を入れることで、
生徒のキャリア教育にもつながった。今後も効果的
な行事の組み合わせを検討していきたい。

A

・12月に実施した学校満足度調査の総合評価の満
足傾向は3学年全体で94.6％となり、目標には届か
なかったが、おおむね良好な数値となった。体育祭で
は3年生から1・2年生へ毎日一言メッセージを送る活
動を実施できた。
・進路指導については、社会全体の状況もあり、特に
就職希望生徒の1社目受験内定率が昨年度61.3％
から93.8％と飛躍的に高まった。年間を通して進路情
報の学年共有を徹底して行ったことも影響してか、学
校満足度調査の進路指導の項目が、3学年全体で
95.2％と昨年度を上回った。
・中堅大学以上の進学先を希望している生徒の成績
は伸び悩んだ。進路部と協力して情報収集と分析に
努めたい。２年次より実施している個別指導体制を強化し、担当者や特進

クラス担任との連絡を密に行う。

評価項目以外のものに関する意見

　那珂川市方面からの生徒が本校に通いやすい体
制が整えば本校の志願倍率の向上が期待できる。
　自転車通学者でヘルメットを着用している生徒が
少ないが、今後着用を促した方がいいのではない
か。

Ａ

　体育コース設置校は、生徒募集
に苦労していると聞くが、県として
の縮小傾向の話はないのかとの質
問に、現在のところはないと回答。
　特色あるコースであり、地域に密
着した実習を含め、３年間を通した
魅力的かつ多様な教育活動が実
践されているので今後も生徒募集
に努めてもらいたい。

1学期始めの二者面談で進路希望を確定させ、その後の変化に
ついても逐一学年団で情報を共有する。

教育相談を活用し、学年団での情報共有体制を継続する。

文化祭・体育祭の前後で早良リンクスを活用して雰囲気を高め、
学校への帰属意識の高揚につながるような取り組みをHR等の
時間で実施する。

Ａ

　就職内定率が61.3%から93.8%と飛躍
的に高まった要因についての質問があ
り、本年度は学年の動き出しが早かっ
た。早期からの面談、就職先の研究、
そして応募前職場見学等を行ったこと
で、９割近くの生徒が最初の出願で内
定を得たと回答。
　学校行事でのリーダーシップを含め、
学年全体のまとまりと雰囲気作りも大
切に下級生の目標となるような学年経
営が行われている。
　生徒一人一人の進路保障とその実
現に向けた丁寧な指導が行われてい
る。

・1人1台端末のより一層の効果的な活用に向けて職員間の積極的な情報交換の実施や習熟度別の学びの工夫・改善等により、個別最適化した学びに効果的につながるように取り組んでいく。
・早良フェスタをはじめとする広報活動が一定の成果を上げているが、今後一層の成果を目指して、校内組織の見直し等に取り組んでいく。
・挨拶をする生徒の増加やボランティア活動に積極的に取り組む生徒の意識の向上に、外部からの評価を得てきているが、今後より一層推進するためには、校内における生徒の意識改革に向けた環境美化に関する体制づくりを整えていきたい。
・就職内定率や進路に関する生徒の満足度が更に向上するように、学習支援ツールの効果的な活用や資格取得セミナーの効果的な計画・実施に向けた改善を図りたい。
・３年間を見通した各学年における段階的な指導をより効果的に行うために、より一層の学年間の情報の共有連携・協力を図っていきたい。
・スポーツコミュニケーションコースについては、地域に密着した多様な教育活動が展開されていることに評価を得ているが、志願者数増加につながるように、その活動をより多くの地域の中学生やその保護者に発信し、周知する方法の工夫に努めた
い。

３学年

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

A

１・２年生の早期から上級学校訪問や出前指導を実施する。

本コースの志願倍率１.０倍を目指す。

本コースの特色ある活動を通して、地域に愛さ
れる集団を育成する。

外部機関との連携を強化し、生徒の進路意識を
向上させる。

多様な実習等を実施し、本コースの特色をより魅力的なものに
する。

小学校での体力テスト補助やオイスカ西日本研修センターでの
地域貢献実習を通して、地域に愛される人材を育成する。

A

A

学年全体で進路指導を行い、学校満足度調査
の「進路指導」の項目において、満足傾向９０％
（昨年度２学年）以上を目指す。

A

A

 公募制推薦や一般入試を利用して中堅大学
（福岡大学）以上の大学に合格できる生徒を3
名以上輩出する。

教室整美を再度徹底し、落ち着いた学習環境をつくる。

各強化指定部活動ごとに、中学生向けのスポーツ教室や訪問
指導を実施する。

就職希望生徒に職場見学を促す。

不合格だった場合の行動を全生徒に確認し、その情報も学年団
で共有する。

放課後・土曜セミナーを早期より実施する。

中学校訪問を、５～６月、１０～１１月の２期に分けて実施する。

アダプティッドスポーツ実習を上級学校との協力体制で実施し、
より効果的な実習とする。

学校満足度調査において、全体の満足傾向の
平均値が９５％以上（昨年度２学年は９６．７％）
を維持する。

・１日当たりの欠席者は4.0人、遅刻者は7.6人であ
り、目標を下回ってしまった。
・善行表彰は1200件、ボランティア参加者は延べ人
数150人であり、目標を達成できた。
・授業アンケートの「授業が分かりやすい」は95.4%、
「早良リンクスは役に立つ」は96.6%、満足度調査の
「総合評価」は91.1%とどの項目も目標を達成できた。
・総探については、スタディサプリを活用して担任副
任が丁寧に取り組んでいる。しかし、職場体験とリン
クさせることしかできなかったので次年度の課題とし
たい。
・１人１台端末の活用については、生徒も教員も抵抗
なく使うことが出来る。棟によって通信の安定性にば
らつきがあることが懸念される。

修学旅行委員や体育祭実行委員を立てて主体性を育む。

授業アンケートの「授業が分かりやすい」傾向を90％以上にす
る。

ボランティア参加者を150名以上とし、社会性を向上させる。

早良リンクスの効果を高めて、授業アンケートの「将来の役に立
つと思う」傾向を85％以上にする。

総合的な探究の時間と学校行事をリンクさせて横断的に活用する。

1人1台端末を活用して、能動的な授業を組み立てる。

A

学校や教員との信頼関係を良好にして、学校生
活のすべてに前向きな生徒を増やす。

「わかる授業」に努め、生徒が意欲的に参加で
きる授業をする。

B

A

A

A

1日あたりの欠席者を3.5人に、遅刻者を7.0人に減らす。

学校満足度調査において、総合評価の満足傾向を90％以上にする。

善行表彰を2000件認める。


